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今後の進め方について
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進捗管理の方針

特定事業の事業者との定期的な意見交換を実施し、事業の推進を適切に管理していく。

【基本構想の推進】 特定事業計画の効果的な進捗管理の進め方

９月

10月

１月
～2月

３月

令和７年度以降も同様のサイクルで

毎年度の進捗管理を実施

・事業者との意見交換会
（進捗管理方法の説明等）
・有識者による基調講演

・進捗状況の確認
（当該年度の実績報告・次年度計画の確認）

・協議会の報告
（当該年度の進捗状況・次年度計画の報告）

意見交換①

意見交換②

令和５年度 令和６年度 令和７年度

意見のフィードバック

５月

１月
～2月

３月

・事業者との意見交換会

・進捗状況の確認

・協議会の報告

①

②

５月

１月
～2月

３月

・事業者との意見交換会

・進捗状況の確認

・協議会の報告

①

②

意見のフィードバック

・特定事業計画の作成・公表 (２ページ参照）



基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

【短期】

ア．鉄道事業者 【中期】

（１）東日本旅客鉄道株式会社 【長期】

随時、又は定期的に実施する事業

事業主体

短期 中期 長期 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14～

① 改札内通路
注意喚起等の案内表示を設置するなど安

全に通行できるように配慮する。

② ホーム 可動式ホーム柵を設置する。 ●

③ ホーム
可動式ホーム柵の設置にあわせ、ホーム

と車両との段差や隙間を縮小する。
●

④ 教育啓発

駅社員及び乗務員の教育を実施する。

（多様な利用者への適切な対応、市民部

会との連携等）

⑤ 教育啓発

優先利用に関するマナー啓発を行う。

（エレベーターや車いす使用者用トイレ

について高齢者、障がい者等が優先的に

利用できるようにポスターをわかりやす

い場所に掲示等）

⑥ 教育啓発
心のバリアフリーに関する普及・啓発を

行う。（市民部会との連携等）

⑦ 役務の提供
駅社員による役務の提供を徹底し、案内

やサポートなどの対応を充実させる。

バリアフリー検討課題

目標年度（令和14(2032)年度）までの事業実施に向けて、実施時期や方法等

について検討が必要な事業等があれば記述

すぐに取り組む事業【令和５(2023)年度～令和６(2024)年度に実施する事業】

簡易な調整が必要な事業【令和７(2025)年度～令和９(2027)年度に実施する事業】

複雑な調整が必要な事業【令和10(2028)年度～令和14(2032)年度に実施する事業】

随時対応・定期実施

随時対応・定期実施

予定実施期間
Ⅰ．公共交通特定事業

随時対応・定期実施

随時対応・定期実施

随時対応・定期実施

随時対応・定期実施

【随時対応・定期実施】

基本構想

掲載ページ
92

実施に必要な資金の額及びその調達方法

その他

上記以外の実施事業や予定事業、コメント、

参考写真等（現況写真、整備状況写真、整備後の写真等）

事業の実施に際し配慮すべき事項等

特定事業計画
R5年度末

実施状況

基本構想（令和５年８月）で定めた事項

対象施設 東日本旅客鉄道（株）JR茅ヶ崎駅

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

事業の具体的な内容

（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間基本構想で定めた実施時期

【基本構想の推進】 特定事業計画（進捗管理帳票）の書式（案）

R5年度末の事業の
実施状況を記入

＜選択肢＞
完了、継続実施、実施中、
検討中、未着手、その他

事業者が定める事業を書式に反映

特定事業
の内容

事業の実施状況や検討内容に応じて、新たにバリアフリー化について
検討課題等がある場合に記入（公表外：事業者と事務局の調整内容）
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